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【調査レポート】コロナ禍で在宅時間の増加に伴い、快適な住空間の
実現を目的にリサイクル・リユースショップを利用する人が増加
～「コロナ禍における『片付け』に対する意識調査」～

リサイクル・リユースショップ「Re-Usecy（リ・ユーシィ）」を展開する株式会社Re-Usecy（本社：東京都町田市XXXXXX、代表取締役社長：あい うえお）は、コロナ禍において当社運営店舗のご利用者が増加したことを受け、今後より一層のサービス向上を目指し、コロナ禍と片付けに対する意識の相関について調査しました。その結果、長引くコロナ禍による在宅時間の増加に伴い、家の片付けをした人は対象者の7割に上りました。また、その中でコロナ禍以降に初めてリサイクル・リユースショップへ持ち込みを行った人は3割を占める結果となりました。

調査の背景
新型コロナウイルス感染症の対策で、政府主導、または自主的な行動自粛が行われるようになり、その期間は2年を超えようとしています。人々の在宅時間が増えたことに伴い当社運営店舗のご利用も増加したことを受け、コロナ禍が人々の「片付け」に対する意識をどのように変化させたのかを調査しました。

「コロナ禍における『片付け』に対する意識調査」の主な結果
■コロナ禍に入り、家の片付けを実施した人は約7割
「コロナ禍に入ってから自宅の片付けを行いましたか？」という問いに対して「行った」と回答した人は約7割に上りました。年代は50代・60代が半数以上を占め、次いで40代、70代となっています。
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自動的に生成された説明]「片付けを行った理由として最も近いものを選んでください」という問いに対して、「在宅時間が増え時間的な余裕ができたから」「仕事がテレワークになり執務スペースが必要になったため」の2つが半数を占めました。「その他」を選んだ人の自由回答では、「万が一罹患した時のために家族がそれぞれ過ごす場所を作るため」というものもありました。

■片づけたもので最も多いのは「衣類」「書籍類」
「どんなものを処分しましたか」という問いに対しては、「衣類」と「書籍類」が最も多く挙がりました。回答の中には、「大型家具」や「アルバムなどの思い出の品」という答えもありました。処分やその検討に時間のかかるものも対象にしていることがわかります。
[image: ]次に、それらの処分方法を質問したところ、「リサイクル・リユースショップへの持ち込み」と、「ごみとして処分」がともに4割を占めました。また、2割の人が「家族・知人に譲った」と答えています。「リサイクル・リユースショップへの持ち込み」を行った人の中で、コロナ禍以降に初めてリサイクル・リユースショップを利用した人は3割を占め、ニーズが増えたことがわかりました。

■コロナ禍により片付けの必要性を感じた人は3割に
Q1で「片付けを行った」と回答した人にコロナ禍前からの片付けの頻度を質問したところ、「コロナ禍前は片付けをしなかった・実施を検討していなかった」人は3割に上りました。
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自動的に生成された説明]「片付けを実施した理由はなんですか」（自由回答）に対しては、「家族も含めて在宅時間が増え、スペース確保のために行わざるを得なかった」「時間ができたのでやった」というものが多く見られました。また、数は多くないものの「コロナ感染症に罹患し自分の身に万が一のことが起こった時を考えて、身の回りを整理しておきたいと思った」という回答もありました。この回答は30代から70代の人にまんべんなく見られ、年齢を問わず新型コロナウイルス感染症が大きく影響していることがわかります。


■今回の調査を通じて
全世界を席巻し、いまだ猛威をふるう新型コロナウイルス感染症は、日本国内においても数回にわたる緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が実施されるなど、収束の兆しが見出せません。そんな中、限られた空間で少しでも快適に生活しようと、生活空間の片付けに取り組む人は以前に比べ大幅に増えています。しかし、今回の調査を通じ、快適に過ごすことのみが目的ではない、未知の感染症による終活意識の高まりが垣間見えました。

Re-Usecyはそうした人々の不安が杞憂に終わることを願いつつ、お片付けのひとつの手段として安心してご活用いただける感染症対策の実施・店舗作りに引き続き取り組んでまいります。

調査の詳細
「コロナ禍における『片付け』に対する意識調査」
新型コロナウイルス感染症対策下における現在、在宅勤務の普及に伴い片付けを実施する人が増えており、当社運営店舗への不用品の持ち込みも増加している。そこで、現状における人々の「お片付け」に対する意識を調査し、コロナ禍の影響を調査する。

調査期間：2022年X月X日（X）~X月XX日（X）
調査方法：調査会社○○のパネル利用によるインターネット調査
対象者：居住地　首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）
　　　　年　代　20代・30代・40代・50代・60代・70代
　　　　性　別　男女不問
回収サンプル数：1,200

調査データはこちら： https://~


リサイクル・リユースショップ「Re-Usecy」（リ・ユーシィ）
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自動的に生成された説明]お客様の持ち込まれるお品を「想い出の分だけ高く買い取らせていただく」をモットーに、全国50店舗を展開しています。お買取り対象商品は幅広いカテゴリにわたり、各カテゴリに精通した専門スタッフが正しく査定しています。

ロゴや店舗イメージ

■店舗名：リサイクル・リユースショップ「Re-Usecy」
■店舗展開：首都圏・大阪・名古屋を中心とした全国50店舗 
■詳細：http://~　




株式会社Re-Usecyについて
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自動的に生成された説明]会社説明文

【会社概要】
社名：
本社所在地：
代表取締役：
事業内容： 
設立： 
事業内容： 
HP：
[bookmark: _30j0zll]＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞
株式会社Re-Usecy.　広報担当●●　TEL：XXX-XXXX-XXXX　MAIL：▲▲@re-usecy.co.jp
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